
●配置予定技術者の経験及び能力 管　理技術者 担当技術者(※注3) 照　査技術者 小計 合計技術者資格を次のとおり評価する。①技術士[建設部門（都市及び地方計画）]②ＲＣＣＭ[都市計画及び地方計画] ②１ ②１ ②0.5③上記①②以外 ③非特定 ③０ ③非特定①関連業務Ａ～Ｃ、全ての実績がある ①6 ①３②関連業務ＡとB、２つの実績がある ②4 ②２③関連業務Ａのみ実績がある ③2 ③１④上記①～③以外 ④非特定 ④０①県内における関連業務の実績がある ①１ ①0.5②上記①以外 ②０ ②０
①局長表彰の実績あり ①２ ①１②事務所長表彰の実績あり ②１ ②0.5③上記①②以外 ③０ ③０②上記以外 ②０ ②0　

【　別　表　１　】

Ｍａｘ　７

①３ ①２ ①１

※注１ ：※注２ ： 平成２１年度から平成２２年度までに完了した100万円以上の奈良県発注業務の業務実績がない場合は、６５点として評価は０点とします。評価対象となる委託業務等成績評点は[調査、計画業務]・[概略、予備設計業務]・[詳細設計業務]・[工事管理業務]・[積算技術業務]（[測量作業、地質調査、単純調査等業務]を除く。）とします。①手持ち業務の契約金額１億円未満、かつ手持ち業務の件数が５件未満 ①２ ①1.5

専門技術力

3

業務執行技術力①

専任制 手持ち業務量
近畿地方整備局発注の平成１８年度以降から公告日までに完了した業務の優秀建設技術者表彰又は優良工事等施工者（建設コンサルタント等）表彰の経験について､次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）専門技術力 業務執行技術力② 本業務の公告時点における手持ち業務量について、次のとおり評価する。（特定後未契約の分を含む。ただし、照査技術者として従事するものは含まない。）

平成１４年度以降公告日までに完了した関連業務の実績を、次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）
企業の業務執行技術力 ③６０点未満　　　　　　　　-３

評価項目
資格・実績等

成績・表彰
※注３ ：

①技術士[総合技術監理部門（建設-都市及び地方計画）]
配置予定技術者（企業）の経験及び能力 平成２１年度から平成２２年度までに完了した奈良県医療政策部又は土木部発注の土木関係建設コンサルタント業務の委託業務等成績評定点を、次のとおり評価する（※注１）（※注２）。

情報収集力専門技術力
平成１４年度以降公告日までに完了した関連業務の実績の有無について､次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）
①６５点以上　　　　　　　（業務成績評定点の平均値－６５）×０．２②６０点以上６５点未満　　（業務成績評定点の平均値－６５）×０．４

地域精通度

評価の着目点

1.5

技術点

7

判断基準資格要件 技術者資格
技術提案書技術提案書技術提案書技術提案書のののの提出者提出者提出者提出者をををを選定選定選定選定するためのするためのするためのするための評価基準評価基準評価基準評価基準

30

6
9

3.5担当技術者を複数もうける場合の評価値は、各々の担当技術者の平均値により算出します。



●配置予定技術者の経験及び能力 管　理技術者 担当技術者(※注3) 照　査技術者 小計 合計技術者資格を次のとおり評価する。①技術士[建設部門（都市及び地方計画）]②ＲＣＣＭ[都市計画及び地方計画] ②１ ②１ ②0.5③上記①②以外 ③非特定 ③０ ③非特定①関連業務Ａ～Ｃ、全ての実績がある ①6 ①３②関連業務ＡとB、２つの実績がある ②4 ②２③関連業務Ａのみ実績がある ③2 ③１④上記①～③以外 ④非特定 ④０①県内における関連業務の実績がある ①１ ①0.5②上記①以外 ②０ ②０
①局長表彰の実績あり ①２ ①１②事務所長表彰の実績あり ②１ ②0.5③上記①②以外 ③０ ③０②上記以外 ②０ ②0　●業務の実施方針

●評価テーマ

評価点は、審査員による５段階評価（１００％・７５％・５０％・２５％・０％）を行い、その平均点により算出します。

技術提案書技術提案書技術提案書技術提案書をををを特定特定特定特定するためのするためのするためのするための評価基準評価基準評価基準評価基準

業務理解度 2 10

30

6
9

3.5担当技術者を複数もうける場合の評価値は、各々の担当技術者の平均値により算出します。

60181218提案内容を裏付ける実績などが明示され、説得力がある場合に優位に評価する。 （※注４）
（※注４）

実施方針・実施フロー・工程表・その他 判断基準目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する。実施フローの妥当性が高い場合に優位に評価する。実 施 手 順評価項目 判断基準

評価の着目点

22

1.5

技術点

7

判断基準資格要件 技術者資格 ①技術士[総合技術監理部門（建設-都市及び地方計画）]
配置予定技術者（企業）の経験及び能力 平成２１年度から平成２２年度までに完了した奈良県医療政策部又は土木部発注の土木関係建設コンサルタント業務の委託業務等成績評定点を、次のとおり評価する（※注１）（※注２）。

情報収集力専門技術力
平成１４年度以降公告日までに完了した関連業務の実績の有無について､次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）
①６５点以上　　　　　　　（業務成績評定点の平均値－６５）×０．２②６０点以上６５点未満　　（業務成績評定点の平均値－６５）×０．４

地域精通度

評価項目
資格・実績等

成績・表彰
評価項目※注３ ：

業務執行技術力①

専任制 手持ち業務量
近畿地方整備局発注の平成１８年度以降から公告日までに完了した業務の優秀建設技術者表彰又は優良工事等施工者（建設コンサルタント等）表彰の経験について､次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）専門技術力 業務執行技術力② 本業務の公告時点における手持ち業務量について、次のとおり評価する。（特定後未契約の分を含む。ただし、照査技術者として従事するものは含まない。）

平成１４年度以降公告日までに完了した関連業務の実績を、次のとおり評価する。（照査技術者としての実績は評価しない。）
企業の業務執行技術力 ③６０点未満　　　　　　　　-３

専門技術力

3

工程計画の妥当性が高い場合に優位に評価する。実施体制が充実している場合に優位に評価する。
【評価テーマ②】『まちづくり構想を行政、地元住民等と協働で策定するための進め方について』　ただし、以下の観点を踏まえること。　①基礎自治体との連携や役割分担 的確性

①手持ち業務の契約金額１億円未満、かつ手持ち業務の件数が５件未満
4（※注４）

実現性 提案内容の実現可能性について、事例などが明示され、説得力がある場合に優位に評価する。

①２ ①1.5
技術点

合計評価テーマ 評価の着目点
有効性

平成２１年度から平成２２年度までに完了した100万円以上の奈良県発注業務の業務実績がない場合は、６５点として評価は０点とします。 合計
技術点

評価対象となる委託業務等成績評点は[調査、計画業務]・[概略、予備設計業務]・[詳細設計業務]・[工事管理業務]・[積算技術業務]（[測量作業、地質調査、単純調査等業務]を除く。）とします。 評価点
そ の 他

小計評価の着目点

※注４ ： 
12評価点 小計

評価テーマに関する技術提案
【評価テーマ①】『支援や介護を必要とする高齢者を増やさないための健康な心身を育む取り組みについて』　ただし、以下の観点を踏まえること。　①周辺地域を含めた施策展開　②事業は民間活力を導入する　③県の財政縮減効果を図る 的確性 周辺地域の地域特性を的確に踏まえた提案となっている場合に優位に評価する。

観点を的確に踏まえた提案となっている場合に優位に評価する。

【　別　表　２　】

合　　計 100

Ｍａｘ　７

①３ ①２ ①１

※注１ ：※注２ ：


